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1．競輪事業の目的

◆　競輪事業は、自転車競技法（昭和

23年法律第209号）に基づき、

行）自転車その他機械工等の振興

②体育、社会福祉など公益の増進

を目的として、都道府県・市町村が

実施。

◆平成23年4月現在、47地方公共

団体が、45カ所の競輪場にて実施。

◆なお、場外車券売場数は62カ所

【＝コ 競輪場　　　　　　　 （45カ所）

▲ 専用場外車券売場　　 （54カ所）

△ 前売専用場外車券売場 （8カ所）



2．法目的である社会還元（機械振興・公益増進の考え方）

競輪の実施（車券発売）＝本来は「賭博罪」にあたる行為



3．青森競輪の施設概要

竣 工 昭和57年10月3 0 日　 敷地面積 22 0，0 00 nf

所在地 青森市新城平岡 （青森駅から車で30分）（新青森駅 から辛で12 分）

収容人員 総収容人員　 6，10 6人

【H21入場者数】 一般観覧席　 メインスタンド2，919席／北側スタンド1，576席

年間：23 1，4 4 8人 特別観覧席　 746席　　　 駐車場 3，935台

発売払戻 有人 14 1窓／ 自動機18台

その他 選手管理棟 （宿泊可能18 4名、49室）、オーロラビシ●］ン1台

場内テレビ、食堂 、案内所 ・休 憩所 ・手荷物預かり所　 等

竣工 昭和57年 11月25 日　 敷地面積 4 3，04 7 nj

所在地 藤 崎町藤越 真一本木 （JR 奥羽本線川部駅から徒歩15分 ）

収 容人員 総収 容人員　 2，8 13人

【H2 1入場者数】

年間＝426，4 6 0人

一般観覧席　 972席／特別観覧席　 57席　 駐車場 1．702台（借上）

発 売払戻 有人52窓　 ／ 自動機 15台

その他 12面マルチシステム2 台、場内テレビ、食堂、案内所　 等

地 元対策として、藤崎 町に年間27，0 0 0千円 （定額 ）を納付。

竣工 昭和6 1年10月9日　 敷地面積　 205nj

所在地 青森市安方一丁目（青森駅から徒歩3分）

収容人員 総収容人員　70人 （非滞留型）

【H21入場者数】

年間：275，050人

駐車場34台（借上）

発売払戻 有人8窓／自動機4台

その他 地元対策として2階を地区集会所として使用
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4．主な市内公益施設利用者数（参考）

施設名 H 2 1 利用者数

アウガ 約5，9 18 ，000人

（うち市民図書館） （約66 0，0 00人）

観光物産館アスパム　 ※ 約 1，139 ，000人

青森県立美術館　　 ※ 約4 10，000人

三内丸山遺跡　　　　 ※ 約3 19，000人

浅虫水族館　　　　　 ※ 約3 15，000人

文化会館 約296，0 00人

八 甲田スキー場　　　 ※ 室日割＝　　 約 163，000人

メモリアルシップ八 甲田丸 約4 9，0 00人

※は、年集計（1月～12月）、それ以外は年度集計（4月～3月）。
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5．青森競輪の歴史（主なもの）

19年4月
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6．競輪事業の運営体制

当村り車券に対する払戻し

車券の購入　売ヰげ叩5％

顧客

（注1）競輪施行者間でも車券発売委託を行っている。また、H22年度実績で、函館市、青森市、埼玉県、松戸市、

富山市、静岡市、豊橋市、四日市市、岸和田市、高知市、北九州市は民間事業者に開催業務全般について
包括委託を行っている。
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7．全国の各公営競技の売上（推移）

◆公営5競技の売上高は、減少傾向となっている。

◆直近の競輪の売上高は21年度実績でピーク時（平成3年度）の37％となっている。

♂♂♂♂♂棚♂
■『■競輪　＝＝Fオートレース　一一・中央競馬　一・－地方紙馬　一一一競艇

オートレース二973億円
渾成3年度比28％j

参考：競輪統計資料、（財）JKA
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8．全国の各公営競技の売上（前年度比増減率）

◆直近では競輪の落ち込みが大きい。

％

＼J

♂♂♂♂へ炭♂♂♂J鉾♂〆、♂♂〆．炭♂♂♂㌦炭
参考：競輪統計資料、（財）JKA
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91青森競輪の売上（推移）

◆青森競輪の売上高は、全国と同様に減少傾向となっている。

◆平成3年度のピーク時で全国平均を約60億円上回っていたが、平成18年度以降は、平成

21年度を除き、下回っている。

ー 曇 8 ・2　　　　　　 青 森 競 輪 の 売 上 の 推 移

‘誹 旧 跡 刺 ‾　　　　　　 4 7 1・0　　　　　　　　　 一卜 青 森 競 輪 売 上 額

4 5 2 ．9
田 ＝臣洞 戸兼1 －　　　　　　　 －㌣－ 1 施 行 者 あ た り（全 国 平 均 ）

l 全 日本選抜G I l

3 5 2．7

l 寛仁親王牌G I l

2 9 2 ．7
、＼ 轟 ・5 2 2 8 ．1 2 。4 ．2 24 1．，

、
2 3 2 ．8 、、 －

l 寛仁親王牌G I
　　　　　　　　　　　　　　　 l 寛仁親王牌G I l
2 16 ．9

… 7　 17 8 ．J　 2 1 2 ・8　　 ▲ m A ．A

●　 2 0 8 ．9

13 5 ．4 1 3 6 ．4　 13 9 ．9

♂〆♂♂1㌔♂♂♂、考♂〆、㌔♂♂〆♂♂♂♂
参考‥競輪統計資料、（財）JKA　9



10．青森競輪の売上（増減率）

◆　全国の売上高の増減率は、平成3年度をピークに減少を続け、H21年度にはピーク時
の37．2％にまで落ち込む状況となっている。

◆　青森競輪の売上高の増減率は、全国と同様に落ち込んでおり、H21年度には平成3年
度のピーク時の56％となっている。
％

173．6　　　　　　　 青 森競輪 の売 上増減率の 推移

（H3 ＝100 とした場合）

／F＝酬誌臣洞戸：■9障 犯ラ調一・　 二≡冨≡≡売上

日 日　 ／＼　 ＿12。．5

，。。〆　＝ ＼ ／＼
1占腎 可 』 ．＿＿＿式 。．2 rr82．7 ＼ ／ ＼

l 寛仁親王牌G I l
L l

80．0　　　＼　 ［　　　 74．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■・一鷺i■Tt：lた、nt■
77・9　　　　 78・7　 ■－■、一言　　 69・6 ‘　　　 72・7　　　 69 8

74・1 品■；＼ ㌃、 ．「

63’3 芸卜 蒜薫 漉 ≡迦 ・8 56・0　53．5

「rl‘■〉　 什 7　44・U　43pO　品．三■■、閤

37．2

♂〆♂♂1㌔♂♂♂、控♂〆、㌔♂♂小節♂♂♂♂
参考：競輪統計資料、（財）JKA 10



11．青森競輪みちのく記念GⅢの売上状況（記念競輪比較）
（単位 ：円）

1 9 年度 2 0 年度 2 1年度 2 2 年虔

順位 競輪場 G 皿車券 売上高 順位 競輪場 G Ⅱ車券売上高 順位 競輪場 G Ⅲ車券 売上高 順位 競 輪場 G Ⅲ車 券売上高
1 平塚 12 ．20 8．2 5 7．80 0 1 平塚 12．10 1．50 7．8 00 1 立川 9．34 1．4 62．10 0 1 富 山 8．6 57－34 3．0 0 0
2 市川 12 ．02 9．2 79 ．90 0 2 川鯨 10－49 0．0 0 9．3 00 2 川臆 9．3 12．0 6 8．70 0 2 寺 川 8．534．5 26．50 0
3 川嶋 1 1．02 2．6 1 8．90 0 3 立川 10．3 00．10 3．7 00 3 平土麦 8．89 5．9 94．00 0 3 平援 8．3 08．7 87．4 0 0
4 松戸 10．79 2．7 9 6．30 0 4 能太 9，9 05．7 6 0．8 00 4 熊太 8．69 7．9 78．80 0 4 武雄 8－170．3 16．6 0 0
5 名言屏 10 ．78 7．2 5 7．70 0 5 京王 聞 9′513．6 04 ．70 0 5 富山 8．63 6．9 70′30 0 5 西武園 7．8 9 1．1 50．3 0 0

6 ／小田原 10．29 1．5 4 1．90 0 6 松 戸 9．4 52．3 4 9．70 0 6 宇都宮 8，33 0．7 62，70 0 6 熊太 7．6 07′84 2．9 0 0

7 伊東漏泉 9．9 0 1．6 9 1．30 0 7 静 岡 9．44 1．8 8 8．80 0 7 西武園 8．28 1．5 76．9 0 0 7 諭田 7．6 0 5．5 87．4 0 0
8 宇都宮 9．66 8．9 3 7．90 0 8 武雄 9．3 72．14 1．0 00 8 胎田 8．2 13．9 48ユ0 0 8 ；■童▲ 7．522．0 7 1．8 0 0
9 大宮 9．57 9．6 4 2．60 0 9 高知 9．0 35．6 7 3ユ0 0 9 貢都向 日町 8．18 1．0 59．4 0 0 9 京王聞 7．192′34 4．3 0 0
1 0 崖栽】田 9．55 6．17 7．30 0 10 宇都 宮 8．9 2 1．0 8 8．10 0 10 崖和 田 8．0 20．9 63．10 0 10 弥彦 7．184．7 69′9 0 0
1 1 武雄 9．53 9．0 5 3．20 0 11 富山 8．8 37．529 ．80 0 11 知敵山 7．9 89．4 68．2 0 0 11 吉松 7．112．0 25－50 0
1 2 京王聞 9．4 5 1．2 8 8．20 0 12 青森 8．7 25′6 8 1′400 1 2 貢王聞 7．9 02．3 66．0 0 0 12 小 田原 7．106，2 89．7 0 0
1 3 佐世僅 9．4 4 0．0 73．10 0 13 貢都 后l日町r 8．6 25．4 7 2．30 0 1 3 大雪 7．7 5 8．14 4．6 0 0 13 松戸 7．104′0 82．3 0 0

14 大垣 9．37 5．3 8 6．90 0 14 小田原 8．5 12．54 8．50 0 1 4 伸・束温泉 7．7 5 5．79乙8 0 0 14 四 日市 6．9 17．76 1．4 0 0
1 5 曹措 9．35 0．9 67．70 0 15 大宮 8．49 1．589．30 0 1 5 前旛 7．6 4 5．8 14ノ90 0 15 伊東漏泉 6．8 87′00 8′2 0 0
1 6 ＝芸・ 9．34 9．3 70．40 0 16 奈 良 8．4 87．7 2 3．90 0 1 6 花 月聞 7．587．89 0．50 0 16 取手 6．8 22．89 9ユ0 0

1 7 高松 9．34 0．7 1 7．30 0 17 函館 8．36 8．18 3．70 0 1 7 千隻 7．55 5．39 7．4 0 0 17 佐世保 6．8 17′96 9′2 0 0
1 8 ；■童▲ 9．28 5．3 0 8．70 0 18 佐世僅 8．3 57．13 0．90 0 1 8 別府 7．520．1 05．4 0 0 18 大宮 6．79 6．42 1．9 0 0

19 奈 良 9．24 2．2 2 0．20 0 19 手糞 8．3 31．3 79 ．20 0 1 9 福井 7．4 94．7 12．0 0 0 19 防府 6．74 6．79 4．10 0
2 0 久留米 9．10 1．4 4 1．00 0 2 0 名古 屋 8．30 4．58 5ユ0 0 2 0 曽播 7．4 76．7 62．7 0 0 2 0 福 井 6．7 25′0 17．7 0 0

2 1 弥彦 9．07 2．4 93．20 0 21 善措 8．180．2 2 6．20 0 2 1 広島 7．4 39．2 59．50 0 2 1 函 館 6．7 09．2 25．4 0 0

2 2 青森 9．03 3．8 14 ．20 0 2 2 松 山 8．168′2 44 ．90 0 2 2 弥彦 7．4 3 5．0 12．3 0 0 2 2 川嶋 6′7 07′29 6．6 0 0
2 3 取手 8．9 9 3．4 89．70 0 2 3 仲壷 漏象 8．16 5′3 0 8．00 0 2 3 奈 良 7．4 34．0 05ノ90 0 2 3 手董 6．6 86．48 4．50 0
24 広島 8．89 2．8 0 1．20 0 24 凸 白市 8．12 8．4 8 6．50 0 2 4 松阪 7．3 43．1 39▲4 0 0 2 4 曽姦 6．6 77．22 3．7 00
2 5 鯨皇 8．75 0．6 32．70 0 2 5 l拉皇 8．10 8．57 7ユ0 0 2 5 高松 7．3 29．59 0．0 0 0 2 5 一宮 6′6 75．20 2．50 0
26 い；h 幸平 8．7 3 5．2 44．80 0 2 6 助手 8．09 1，9 9 2．40 0 2 6 ー蕾 7．3 1 5．0 19．0 0 0 2 6 富加后l臼田r 6．6 50′43 2′4 0 0
27 手董 8．7 0 1．4 29．60 0 2 7 高松 8．04 0．2 64 ．70 0 2 7 鯨皇 7．178．2 2 1′2 0 0 2 7 l拉皇 6．5 70，93 6．50 0
28 花 月蘭 8．6 6 5．7 03．40 0 2 8 小松 島 7．9 03．6 3 7．80 0 2 8 小松島 7．167．6 87．2 0 0 2 8 広島 6．54 9．10 5．3 0 0

29 松山 8．59 1．2 5 5．00 0 2 9 大鰐 7．8 15．7 7 8．20 0 2 9 山荘日東 7．16 1．2 05－8 0 0 2 9 高 知 6．5 28′44 7．50 0
30 別 l存 8．56 1．0 36．70 0 3 0 松阪 7．73 9．13 2．20 0 3 0 武雄 7．154．2 32．7 0 0 3 0 観音寺 6．44 1．54 5．0 0 0
3 1 西武聞 8．559 ．4 99．20 0 3 1 正 月園 7．70 6，13 0．50 0 3 1 いわき平 7．0 68．1 32．2 0 0 3 1 松阪 6．4 07．57 9．9 0 0
32 防府 8．53 2．8 79．50 0 3 2 別府 7．5 17．12 8．50 0 3 2 函館 6．9 98．1 2 1．0 0 0 3 2 大鰐 6．3 83．70 2．8 0 0
33 富山 8．3 5 5．2 84．4 0 0 3 3 観音寺 7．50 4．14 3．90 0 3 3 名古屋 6′9 59．2 32′7 0 0 3 3 久留尖 6．3 64．0 13．6 0 0

34 福井 7．9 5 6．7 10．80 0 3 4 ；■±▲ 7．49 5′2 42 ．90 0 3 4 高知 6．9 40．8 1 1．10 0 3 4 専権 6．3 52．4 56．9 0 0
3 5 一宮 7．7 6 2．6 47．00 0 3 5 いわ麿平 7．4 13′0 0 8．00 0 3 5 玉野 6．8 97．6 52′0 0 0 3 5 別府 6．2 68，32 3．8 0 0
36 小松島 7．3 2 4．4 0 0．70 0 3 6 防府 7．20 8．4 48 ．90 0 3 6 観音寺 6．8 06－5 20．50 0 3 6 川一点r花月慮M〕 5．6 07．13 0ユ00
37 凸 日南 7．08 6．1 36 ．40 0 3 7 玉野 7．17 6．4 2 6．40 0 3 7 防府 6，7 39．8 80′3 0 0 3 7 ＿ ；l＋ l 東日本大震災に　よ。中止

3 8 久留米 6，69 0．4 27．2 0 0 3 8 玉野
3 9 匹l白市 6．57 5．13 9．6 0 0 3 9 ぬ 山

合　 計 3 42．88 9．4 8 6．80 0 3 15．93 8．12 8．20 0 29 7．2 32．5 28．2 0 0 25 1．29 0．1 15．7 00

（注）21年度は、青森競輪場で特別競輪開催（GI）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11



12．青森競輪の売上状況（売場別）
◆　本場、藤崎場外、安方前売SCともに低下傾向、本場売上の落ち込みが大きい。
◆　電話投票（主にインターネットでの車券購入）は、伸ばしている。

本 場
H 3 比

（H 3 …10 0 ）
藤 崎 場 外

H 3 比

（H 3＝10 0 ）
安 方 前 売 S C

H 3 比

（H 3 ＝10 0 ）

電 話 投 票

（電話 ・P C ・携帯サイト）

（H 崇 。， 場 外 車 券 売 場 （H 崇 。，　 全 体

3 年 度 17 ．1 74 ′2 2 2 ′2 0 0 10 0 ．0 ％ 6 ′8 7 5 ，7 2 8 ′5 0 0 10 0 ．0 ％ 1．2 2 1．0 4 5 ．9 0 0 1 0 0 ．0 ％ 2 5 3 ．8 19 ′5 0 0 10 0 ．0 ％　 3 ．7 4 7 ，3 0 6 ′2 0 0 10 0 ．0 ％　 2 9 ．2 7 2 ．1 2 2 ′3 0

4 年 度 14 ，5 5 7 ′0 8 5 ′10 0 8 4 ．8 ％ 6 ′5 6 3 ′18 9 ．5 0 0 9 5 ．5 ％ 1′18 0．2 5 5 ′3 00 9 6 ．7 ％ 5 4 0 ′2 7 6 ′6 0 0 2 12 ．9 ％　 2 ′8 0 7 ′餓 札 7 0 0　 7 4 ．9 ％　 2 5 ′6 4 8 ．4 9 1．2 0

5 年 度 13 ′0 5 3 ′1 16 ′9 0 0 7 6 ．0 ％ 6 ′0 0 9 ′3 5 8 ′0 0 0 8 7 ．4 ％ 1．2 0 0．5 7 8 ′2 0 0 9 8 ．3 ％ 3 ′中は ，9 2 4 ．8 0 0 13 5 8 ．8 ％　 2 7 ′10 8 ′3 5 0 ，7 0 0　 7 2 3 ．4 ％　 5 0 ′8 2 0 ．3 2 8 ′6 0

6 年 度 1 1′9 28 ′3 9 5 ′3 0 0 6 9 ．5 ％ 5 ′3 9 0 ′2 8 2 ．4 0 0 7 8 ，4 ％ 1．17 9 ′8 0 5 ′0 ∝ l 9 6 ．6 ％ 7 9 7 ′9 15 ′8 0 0 3 14 ．4 ％　 3 ，5 15 ′7 2 9 ′8 0 0　 9 3 ．8 ％　 2 2 ′8 12 ，1 2 8 ，3 0

7 年 度 12 ．3 68 ′2 29 ．7 0 0 7 2 ．0 ％ 5 ，2 7 5 ′5 3 9 ′0 0 0 7 6 ．7 ％ 1．14 9 ′1 8 8 ′4 00 9 4 ．1％ 2 ′8 6 9 ′2 2 2 ′0 0 0 1 13 0 ．4 ％　 2 3 ′6 2 8 ′6 9 1′8 00　 6 3 0 ．6 ％　 4 5 ，2 9 0 ．8 7 0 ．9 0

8 年 度 10 ′4 9 7 ．6 09 ′9 0 0 6 1 ．1％ も 8 9 6 ′3 17 ，4 0 0 7 1 ．2 ％ 1′14 7′8 9 4 ．0 0 0 9 4 ．0 ％ 1 ′4 0 3 ．15 9 ′9 0 0 5 5 2 ．8 ％ 1 5 ．4 7 3 ′0 7 2 ．3 0 0 14 6 ．1％　 2 3 ′4 18 ．0 5 3 ．5 0

9 年 度 10 ′1 0 3 ′8 5 3 ′8 0 0 5 8 ．8 ％ 亀 7 9 4 ．5 4 2 ．1 0 0 6 9 ．7 ％ 1′16 1′2 8 1．8 0 0 9 5 ．1％ 1 ，7 3 8 ′1 9 9 ．3 0 0 6 8 4 ．8 ％　 6 ′3 9 6 ．9 3 1′10 0 17 0 ．7 ％　 2 4 ．1 9 4 ′8 0 8 ′10 0

1 0 年 度 9 ′0 6 1′9 5 3 ′5 0 0 5 2 ．8 ％ 1 0 8 3 ．5 7 8 ′7 0 0 5 9 ．4 ％ 1．1叫 4 5 8 ′10 0 9 0 ．5 ％ 4 ′8 19 ′1 7 0 ′4 0 0 18 9 8 ．7 ％　 2 8 ′0 3 3 ル 鳩 ′4 0 0　 7 4 8 ．1％　 4 7 ，1 0 2 ′2 0 9 ′10

1 1 年 度 6 ．9 54 ．2 78 ′0 0 0 4 0 ．5 ％ 3 ′7 2 7 ．3 2 7 ′3 0 0 5 4 ．2 ％ 9 9 7′0 6 7 ′4 0 0 8 1 ．7 ％ 2 ′1 17 ．7 0 5 ′0 0 0 8 3 4 ．3 ％　 7 ′8 9 7 ，1 5 7 ′3 0 0　 2 1 0 ．7 ％　 2 1 ．6 9 3 ，5 3 5 ′0 0

1 2 年 度 5 ′7 19 ．2 64 ′2 0 0 3 3 ．3 ％ 3 ．0 9 0 ．2 16 ．1 0 0 4 4 ．9 ％ 8 6 9 ，9 7 8 ，10 0 7 1 ．2 ％ 2 ，19 2 ′6 2 1．8 0 0 8 6 3 ．9 ％　 8 ′4 9 5 ′3 1 8 ′8 0 0　 2 2 6 ．7 ％　 2 0 ′3 6 7 ′3 9 9 ′0 0

1 3 年 度 5 ′5 16 ．2 5 6 ′3 0 0 3 2 ．1％ 2 ′7 4 4 ．8 9 4 ．3 0 0 3 9 ．9 ％ 7 6 5．3 2 9 ′3 0 0 6 2 ．7 ％ 3 ′6 9 7 ′8 6 0 ′2 0 0 14 5 6 ．9 ％　 2 2 ′5 4 2 ．9 0 5 ．3 0 0　 6 0 1 ．6 ％　 3 5 ．2 6 7 ′2 4 5 ′4 0

1 4 年 度 4 ′1 0 7 ，4 6 6 ′4 0 0 2 3 ．9 ％ 2 ′2 4 1．0 4 7 ．3 0 0 3 2 ．6 ％ 6 5 9 ′4 6 5 ．3 00 5 4 ．0 ％ 1 ′6 0 1 ′0 7 8 ．4 0 0 6 3 0 ．8 ％　 9 ′2 0 6 ′9 9 5 ′10 0　 24 5 ．7 ％ 17 ．8 16 ′0 5 2 ．5 0

1 5 年 度 3 ．1 0 9 ．中吟 ．3 0 0 1 8 ．1％ 1，8 3 7 ．7 17 ′7 0 0 2 6 ．7 ％ 5 9 8 ．2 8 2 ′2 0 0 4 9 ．0 ％ 2 ′16 9 ′7 6 5 ．4 0 0 8 5 4 ．8 ％ 13 ′5 6 3 ′0 3 0 ′3 ∝ 1 3 6 1 ．9 ％　 2 1 ′2 7 8 ′2 4 4 ′9 0

1 6 年 度 2 ．1 3 5 ．7 1 0 ．8 0 0 1 2 ．4 ％ 1′4 0 4 ，10 8 ．6 0 0 2 0 ．4 ％ 4 5 7．8 5 6 ′6 ∞ 3 7 ．5 ％ 1 ，7 4 6 ′2 6 5 ′8 0 0 6 8 8 ．0 ％　 8 ′9 7 5 ′0 7 6 ，5 0 0　 23 9 ，5 ％ 14 ．7 19 ′0 1 8 ′3 0

1 7 年 度 1．7 60 ′8 56 ′7 0 0 1 0 ．3 ％ 1′1 3 5 ′7 0 7 ′7 0 0 16 ．5 ％ 3 9 1．0 0 6 ′9 ∞ 3 2 ．0 ％ 2 ′5 6 1 ′0 4 5 ′5 0 0 10 の ．0 ％ 14 ′5 9 5 ．9 1 2 ．5 ∞　 38 9 ．5 ％　 2 0 ′中綿′5 2 9 ，3 0

1 8 年 度 1′1 5 0 ′8 18 ′9 0 0 6 ．7 ％ 8 4 2 ．2 16 ．5 0 0 12 ．2 ％ 2 9 3，3 2 7 ．3 ∝ l 2 4 ．0 ％ 1 ′7 7 1 ．8 2 2 ′00 0 6 9 8 ．1 ％　 9 ，4 8 1′2 7 6 ′2 0 0　 25 3 ．0 ％ 13 ．5 3 9 ．4 6 0 ．9 0

1 9 年 度 9 8 2 ′9 0 3 ′2 0 0 5 ．7 ％ 7 0 4 ．8 8 5 ′1 0 0 10 ．3 ％ 2 6 2，9 5 1′7 0 0 2 1 ．5 ％ 1 ′8 8 5 ′7 7 8 ′6 0 0 7 4 3 ．0 ％　 9 ．7 9 9 ′1 3 2 ′4 00　 26 1 ．5 ％ 13 ′6 3 5 ′6 5 1′0 0

2 0 年 度 9 4 7 ．8 9 9 ．6 0 0 5 ．5 ％ 7 1 5 ．9 4 1 ′9 0 0 10 ．4 ％ 2 3 3′0 1 9 ′9 ∞ 1 9 ．1％ 2 ′2 7 0 ，6 6 2 ．9 0 0 8 9 4 ．6 ％　 9 ′8 17 ′8 3 8 ′9 0 0　 26 乙 0 ％ 13 ，9 8 5 ′3 6 3 ．2 0

2 1 年 度 9 4 1′2 7 7 ′0 0 0 5 ．5 ％ 6 4 1．3 3 4 ，9 0 0 9 ．3 ％ 2 1㌔ 1 0 0 ．100 1 7 ．5 ％ 2 ′7 74 ，3 8 1′3 0 0 10 9 3 ．1 ％ 1 1 ′8 2 0 ．7 5 3 ．8 00　 3 1 5 ．4 ％ 16 ．3 9 1．8 4 7 ，10

2 2 年 度 6 8 7 ′9 9 3 ．7 0 0 4 ．0 ％ 5 5 2 ．10 9 ．9 0 0 8 ．0 ％ 17 0′5 4 5 ′8 0 0 1 4 ．0 ％ 2 ′2 4 5 ′9 9 1，7 0 0 8 8 4 ．9 ％ 1 7 ．7 5 3 ，8 叫 0 00　 20 6 ．9 ％ 1 1 ，4 10 ．中I5 ．1 0

（注）H5年、7年、10年、13年、17年、21年、は特別競輪開催年。
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13．全国の各公営競技の入場者数（本場のみ）

◆各公営競技ともに入場者数は減少傾向。

◆競輪の落ち込みが大きい。（対平成3年度約76％減）
（万人）

4．000

平成3年度　　　　6年度 9年度 12年度 15年度 18年度　　　　平成21年度

一●一競輪・＝コ・＝こオートレース　一・・・競艇　一・・一中央競馬・・一地方競馬
参考：競輪統計資料、（財）JKA
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14．青森競輪場の入場者数【本場開催】

◆青森競輪場の本場開催における本場入場者数（本場＋安方前売SC＋藤崎場外）

は、全国と同様に減少傾向。

◆1競輪場あたりの本場開催における入場者数を、年間58，345人（22年度比）上
回っている。

人

600．000

400．000

200．000

都電窺棚番葱鮪裂無数㍍♂
参考：競輪統計資料、（財）JKA　　14



15．青森競輪1人平均購買額の推移【本場開催

（単位：円）
全 国 平 均 揃 ：‘

本 場 本 場 藤 崎 場 外 安 方 S C 電 話 投 票 場 外 車 券 売 場

平 成 3 年 度 5 7 ′2 0 0 5 9 ′4 0 0 4 1 ′8 0 0 1 1 ′7 0 0
／

／′
／

／

∫′／／
／

′′／′／

／／／／／■／ノ／・ノノ／ノ／′ ′／ ノ′r／√／／

／ ／
平 成 4 年 度 5 4 ′2 0 0 5 7 ′7 0 0 4 0 ′7 0 0 1 1 ′2 0 0

平 成 5 年 度 5 0 ．8 0 0 5 4 ．1 0 0 3 6 ′5 0 0 1 0 ．9 0 0

平 成 6 年 度 4 8 ，2 0 0 4 9 ′6 0 0 3 4 ′3 0 0 1 1 ′2 0 0

平 成 7 年 度 4 7 ′0 0 0 5 1 ′2 0 0 3 2 ′6 0 0 1 1 ．1 0 0 3 8 ′0 0 0

平 成 8 年 度 4 1．8 0 0 4 6 ．3 0 0 3 1 ．0 0 0 1 0 ′3 0 0 3 1 ′0 0 0

平 成 9 年 度 4 2 ．9 0 0 4 5 ．6 0 0 2 9 ′8 0 0 1 0 ．4 0 0 3 2 ′0 0 0

平 成 1 0 年 度 3 9 ．7 0 0 中 1．7 0 0 2 6 ′2 0 0 1 0 ．6 0 0 3 2 ′0 0 0

平 成 1 1 年 度 3 7 ′2 0 0 4 0 ．2 0 0 2 3 ′5 0 0 1 0 ′7 0 0 2 2 ′0 0 0

平 成 1 2 年 度 3 5 ′1 0 0 3 9 ．0 0 0 2 1 ．4 0 0 9 ．9 0 0 3 1 ′0 0 0

平 成 1 3 年 度 3 3 ′0 0 0 3 9 ′0 0 0 1 8 ．8 0 0 9 ．3 0 0 2 7 ′0 0 0

平 成 1 4 年 度 2 9 ′9 0 0 3 1 ．2 0 0 1 7 ．3 0 0 8 ．9 0 0 7 ，0 0 0 2 0 ′0 0 0

平 成 1 5 年 度 2 5 ′4 0 0 2 5 ′1 0 0 1 4 ′4 0 0 7 ′9 0 0 7 ′0 0 0 1 8 ′0 0 0

平 成 1 6 年 度 2 2 ′7 0 0 2 0 ′3 0 0 1 2 ′5 0 0 6 ′8 0 0 7 ，0 0 0 1 6 ′0 0 0

平 成 1 7 年 度 2 0 ，9 0 0 1 8 ，3 0 0 1 0 ′6 0 0 5 ．3 0 0 8 ′0 0 0 1 9 ′0 0 0

平 成 1 8 年 度 1 9 ，5 0 0 1 4 ′4 0 0 8 ′9 0 0 4 ′2 0 0 6 ′0 0 0 1 4 ′0 0 0

平 成 1 9 年 度 1 8 ，2 0 0 1 3 ′7 0 0 7 ′7 0 0 4 ′0 0 0 6 ′0 0 0 1 3 ′0 0 0

平 成 2 0 年 度 1 7 ′5 0 0 1 4 ′3 0 0 8 ′7 0 0 4 ．1 0 0 6 ′0 0 0 1 3 ．0 0 0

平 成 2 1 年 度 1 5 ′4 0 0 1 4 ．2 0 0 8 ′3 0 0 4 ．0 0 0 6 ′0 0 0 1 3 ．0 0 0

平 成 2 2 年 度 1 4 ．7 0 0 1 2 ′2 0 0 7 ′8 0 0 3 ′6 0 0 5 ′0 0 0 1 0 ′0 0 0

（注）斜線部分はデータがないため。
15



16．青森競輪場の入場者数【本場開催＋場外開催】
◆　本場の入場者数の落ち込みが大きい。（平成3年度の約半分）
◆　藤崎場外及び安方前売SCは、15年度から18年度にかけて堅調に推移していたが、

最近は減少傾向にある。

◆　安方前売SCは、平成17年度以降、本場入場者数を超えている。
本場 H 3 年比 藤崎場外 H 3 年比 安方S C H 3 年比 計 H 3 年比

平成3 年度 4 2 2．9 5 0 10 0％ 2 7 8′0 5 4 10 0％ 18 3．80 1 100 ％ 8 8 4．8 0 5 10 0 ％

平成4 年度 3 7 5′6 2 7 8 9％ 2 9 2′9 8 6 10 5％ 2 10．8 54 1 15％ 8 7 9．4 6 7 9 9 ％

平成5 年度 3 8 5′0 3 3 9 1％ 34 3．4 0 1 12 4％ 24 6．6 39 134 ％ 9 7 5．0 7 3 1 10 ％

平成6 年度 4 0 2′7 3 5 9 5％ 3 5 4′8 9 8 12 8％ 24 9．99 6 13 6％ 1．0 0 7．6 2 9 1 14 ％

平成7 年度 4 2 0．7 8 6 9 9％ 3 7 5′84 6 13 5％ 2 5 8′7 36 14 1％ 1．0 5 5．3 6 8 1 19 ％

平成8 年度 4 2 9′17 7 10 1％ 3 8 7′2 3 1 13 9％ 2 96．9 72 16 2％ 1′1 13．3 8 0 12 6 ％

平成9 年度 4 0 9．18 0 9 7％ 3 7 2′74 9 13 4％ 2 79．85 1 15 2％ 1′0 6 1，7 8 0 12 0 ％

平成1 0 年度 4 15．16 5 9 8％ 3 2 7．6 6 6 1 18％ 3 19，9 6 3 174 ％ 1′0 6 2′7 94 12 0 ％

平成1 1年度 3 7 0．0 6 7 8 7％ 4 3 1．3 5 8 15 5％ 26 3′8 6 5 144 ％ 1．0 6 5，2 9 0 12 0 ％

平成1 2 年度 3 3 3′7 9 3 7 9％ 4 17．0 54 15 0％ 2 50，8 2 6 136 ％ 1．0 0 1．6 7 3 1 1 3％

平成1 3 年度 3 2 6．154 7 7％ 4 13．7 8 5 14 9％ 2 2 2′79 7 12 1％ 9 6 2，7 3 6 10 9 ％

平成1 4 年度 3 2 2．90 2 76％ 3 94 ．7 3 7 14 2％ 2 2 7，26 8 124 ％ 9 44 ′9 0 7 10 7％

平成1 5 年度 3 2 5．0 7 8 7 7％ 46 5．19 5 16 7％ 2 74′8 2 1 150 ％ 1．0 6 5′0 94 1 20 ％

平成1 6 年度 3 14′9 6 2 74％ 4 7 0′2 9 3 16 9％ 2 84′5 17 15 5％ 1′0 6 9′7 7 2 1 2 1％

平成1 7 年度 2 9 4，2 7 8 70％ 4 6 7．6 0 7 16 8％ 3 09′25 4 16 8％ 1．0 7 1′13 9 12 1％

平成1 8 年度 2 8 7′4 9 1 6 8％ 4 7 9，2 0 1 17 2％ 3 2 2′6 4 3 176 ％ 1．0 8 9′3 3 5 12 3％

平成1 9 年度 2 6 8′74 2 6 4％ 4 6 4′54 6 16 7％ 3 14′0 3 4 17 1％ 1．0 4 7′3 2 2 1 18 ％

平成2 0 年度 2 5 7′4 9 3 6 1％ 4 54 ．8 6 8 16 4％ 2 96′4 0 0 16 1％ 1．0 0 8′7 6 1 1 14 ％

平成2 1 年度 2 3 1′中18 5 5％ 4 2 6．4 6 0 15 3％ 2 7 5′0 5 0 150 ％ 9 3 2′9 5 8 10 5％

平成2 2 年度 2 0 4′6 8 0 4 8％ 3 8 7．3 11 13 9％ 24 5′26 8 13 3％ 8 3 7′2 5 9 9 5％

r2 16．0 0 0 1 r5 1％ 1 r4 0 8．0 0 0 1 r14 7％ 1 r2 59 ．0 0 0 1 r14 1％ ） r8 8 3．0 00 1 rlO O ％ 1

（注1）「東日本大震災」により3売場ともH23．3．12から営業一時休止
（注2）表中の平成22年度欄の（　）書きは、予定通り全日程が開催された場合の想定人数 16



17．青森競輪事業の収益状況

◆青森競輪事業の収益率は、平成16年度までは低下の一途を辿り、平成16年度の単年度収益は、バンク
の全面改修がありマイナスとなった。平成17年度以降はプラスとなっている。

◆平成19年度から25年度までの7年間については、業務運営全般を収益保証型包括委託という形で委託
をし、一定額以上の収益を確保している。

大型映像装置リース開始

2，9
＼

メインスタンド改修　投票機

「
享．≠ 「
j E ＝表

l

（新賭

】

】
】

釦紺欄済釦銅攣ぜ針銅閥ぜ針釣紹欄
「開催収支」＝・車券売上の75％が払戻金に充てられ、残り25％のうちから交t納付金及び選手賞金等の開催経費を差し引いたもの。
「事業収益」・‥「開催収支」＋「開催外収入（場外開催に係る車券の受託発売等による収入等）」
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（単位：千円）

18．糸雲

◆昭和25年開設以来、一般会計への繰出金の総額は、約675億円。

車券売上高
事業収益

一般会計繰出金 基金積立
繰越金

「歪喜霊望讐1金療 収益 率

昭和 2 5 年度から平成 2 年度 4 7．90 7，3 00 ［壷室釘 2．0 96．86 0

平成 3 年度 29．272．12 2 2．105′9 81 7．19％ 2′95 0．0 00 1′25 2′84 1

平成 4 年度 2 5′6 48．49 1 2．3 67，48 8 9．23％ 2，98 0．0 00 64 0′3 29

平成 5 年度　　　 ※ 50．8 20．329 3．158．64 4 6．2 2％ 2′98 0，0 00 8 18′9 73

平成 6 年度 2 2．8 12，128 1．3 38′14 4 5．87％ 1′500′0 00 6 57，117

平成 7 年度　　　 ※ 4 5．2 90．87 1 2．580．3 24 5．70％ 2，500．0 00 7 37′44 1

平成 8 年度 23′4 18，054 1．3 0 1．48 8 5．56％ 1′500′000 538′9 29

平成 9 年度 24．194．80 8 1．222′3 59 5．0 5％ 1′200，0 00 5 6 1．2 88

庫 成 1 0 年度　　 ※ 47，102．20 9 1．3 78．29 2 2．93％ 1′800′000 139，5 80

ヨ平成 1 1 年度 2 1，6 93′53 5 504．18 3 2．3 2％ 550′0（氾 93．76 3

平成 1 2 年度 20．3 67．399 132′9 26 0．65％ 160′00 0 66．6 89

平成 1 3 年度　　 ※ 3 5．2 67′24 5 7 97′04 1 2．26％ 800′00 0 63．7 30

平成 1 4 年度 17．8 16，05 2 55．5 54 0．3 1％ 100．000 19．2 84

平成 1 5 年度 2 1．2 78′24 5 34 8′28 7 1．64％ 100′000 267．57 1

平成 1 6 年度 14．7 19，0 18 －128′64 4 －0．87％ 70′00 0 68′9 27

平成 1 7 年度　　　 ※ 20．44 4′529 106′49 3 0．5 2％ 80′0（泊 26．4 93

平成 1 8 年度 13．5 39′46 1 3 05′16 4 2．2 5％ 0 3 3 1′6 57

平成 1 9 年度 13．6 35′65 1 219′3 19 1．6 1％ 18，3 10 532′6 66

平成 2 0 年度 13′9 85′363 3 54′0 18 2．53％ 100′000 20 0．000 586．6 84

平成 2 1年度　　　 ※ 16．3 9 1′847 1 1′5 27 0．07％ 100′000 10 0．505 3 97．7 06

平成 2 2 年度 11．4 10′4 年5 238′83 7 2．09％ 100′00 0 10 0′4 02 4 36′14 1

合計 6 7′4 9 5′6 10 40 0′907

※は、特別競輪開催年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18



19．青森市における竜蔓

◆競輪の収益は、地域社会のさまざまなところで、役立っています。

人材育成に（青森公立大学交流会館）

レジャーに

健康づくりに（元気プラザ）

モヤヒルズ）

その他 、「道路の整備」や「市民センター建設」などにも活用。
19



；ける雇竜蔓輪に20．青

青森競輪の従業員数は、

●　市内の「百貨店、総合スーパー」、1店舗あたりの従業者数（328人）
に相当。

●　市内の製造業の1事業所あたりの従業者数（28人）の、約10倍。

○参考データ

事業所敷く店舗） 従業者数 1事業所あたり 統計名

市内の百貨店、総合スーパー 4 店舗 1．3 1 3 人 3 2 8人 H 1 9 商業統計

市内の製造業 2 2 8事業所 6 ．4 5 0 人 2 8 人 H 2 1工業統計

※「百貨店、総合スーパー」とは、衣・食・住にわたる各種商品を小売し、そのいずれも小売販売額の10％以上70％未満の範圃内
にある事業所で、従業者が50人以上の事業所をいう。「製造業」とは、従業員4人以上の事業所をいう。
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